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報道機関　各位
平成１７年４月１５日

国立大学法人 広島大学
情報化推進部広報課長

英語教育の世界的権威 クリストフ・ヤケフ博士による

小学1年生を対象にした英語体験授業の実施
について

シュナイター学校における英語教育、特に小学校の英語教育の世界

的権威であり、 現在、本学大学院教育学研究科の客員教授として来日

中のクリフトフ・ヤケフ博 士が企画された英語の授業が始まります。

小学校における英語指導・英語体験については、国民の関心も高く、

いろいろな 研究・実践がなされていますが、この分野で専門的研究をさ

れている同博士が直 接関わられるということで、特色のある授業になる

と注目されます。

今回の企画では、東広島市立原小学校（所在地：東広島市八本松町

原11407-5、 校長：三浦知子）の一年生を対象に、４月中旬から６月下旬

までほぼ毎日１０分 程度、英語を教える予定です。

第一回目の授業は、４月１８日（月）１３時４５分から行われますので、

是非取 材いただきたく、ご案内申し上げます。

シュナイター学校における英語教育の特徴、今後の授業日程は、別紙

をご覧下さ い。

【お問い合わせ先】

広島大学大学院教育学研究科　安達 望
TEL 090-4182-7720

広島大学教育学研究科部局長支援グループ　
岡本修治
TEL 082-424-6705

［発信枚数；Ａ４版　３枚（本票含む）］
○シュナイター学校における英語教育の特徴

○授業日程
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別紙

ルドルフ・シュナイターによって創設されたシュナイター学校では、12年間一環 教

育（我が国の小・中・高に相当します）が行われています。シュナイター教育 理論は

発達理論を含む人間観、外国語を含む各教科の教授法など、大きな体系を 成して

います。シュナイター学校は2000年の時点で世界57カ国877校にまで達し ます。シ

ュナイター学校においては約85年前から2つの外国語を6才から教えてお り、そのよ

うな実践例はシュナイター学校以外には認められません。

クリストフ・ヤケフ博士はシュナイター学校における英語教育、特に小学校の英

語教育の世界的権威です。ヤケフ博士はドイツのシュナイター学校で33年間にわ

たり低学年を中心に英語を教え、25年間ドイツ・シュトットガルトのシュナイター 学校

の教員養成大学で英語教師の養成にたずさわってきました。また、ヤケフ博 士は極

めて多くの世界のシュナイター学校で用いられている外国語教育の資料集 を編集

しました。現在、ヤケフ博士は広島大学大学院教育学研究科の客員教授と して来

日中です。

ヤケフ博士は4月中旬から6月下旬まで広島県東広島市の小学校で1年生を対象

に 毎日10分程度英語を教える予定です。

シュナイター学校の小学校における英語教育の教授理論の特徴は以下の5つの

ポ イントが組み合わさっているという点です。

教師は子どもの母国語を用いず、ほぼ英語のみを使用することです。（Direct
Method）。つまり、教師は英語の言語をものに直接結びつけます。このアプロ
ーチはボディーランゲージと動きを豊かに用いることによって可能となります。
それは1919年にシュナイターによって導入されました。
言語材料としてはオーセンティクな資料のみを用います。英語を話す国の子ど
もの詩や、歌やゲームが用いられます。最初の4年間の教育内容のカリキュラ
ムは明らかな構造をなしています。
会話練習として子どもは多くのformulaic language（チャンク）を教えられるの
で、外国語を最初から話すことができます。
教授法についてですが、まず、唱和によって全員が声を合わせて話します。次
にグループ（しばしば対話形式）を行い、その後個人で話す活動を行います。
そのようにして、精神的負担なく子どもが個人として話せるようになる配慮が
なされます。
詩的言語をふんだんに用いることで子どもに英語の適切なイントネーション
や、流ちょうさ、適切な発音を身につけることを可能にします。子どもは詩的言
語を最もはやく身につけることが経験的にわかっています。
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広島大学大学院
クリストフ・ヤフケ教授

英語を初めて味わう：
ディレクト・メソッドを用いた１年生への導入

授業計画書

原小学校
（東広島市）

日程：４月－６月（2005）

下記の予定で13:45より、英語の授業を10分間ずつ行う

　

　

４月

　

５月

　

６月

月曜日 18 25 9 16 23 30 　 6 13 20 27

火曜日 19 26 10 17 24 31 　 7 14 21 28

水曜日 20 27 11 18 25 　 1 8 15 22 29

木曜日 21 　 12 19 26 　 2 9 16 23 　

金曜日 22 　 13 20 27 　 3 10 17 24 　

原小学校 〒７３９－０１５１

東広島市八本松町原　１１４０７－５

校長 三浦 和子


